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【 請 求 項 １ 】
式 I：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
[式 中 、 置 換 基 及 び 添 え 字 は 以 下 に 定 義 さ れ て い る 通 り で あ る ：
Ｒ １ は 水 素 又 は メ チ ル で あ り ；
Ｒ ２ は メ チ ル で あ り ；
Ｒ ３ は Ｃ ２ ～ Ｃ 1 0 -ア ル キ ル 、 Ｃ １ ～ Ｃ ４ -ア ル コ キ シ メ チ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ 1 0 -シ ク ロ ア ル キ
ル 、 又 は Ｃ ３ ～ Ｃ 1 0 -シ ク ロ ア ル キ ル -Ｃ １ ～ Ｃ ４ -ア ル キ ル で あ り 、 こ の 場 合 、 こ れ ら の
基 は １ ～ ３ 個 の 置 換 基 Ｒ a を 有 し て い て も よ く ；
(Ｒ ４ )ｎ は 2,6-ジ フ ル オ ロ -4-メ チ ル で あ り ；
Ｙ は ハ ロ ゲ ン 、 シ ア ノ 、 Ｃ １ ～ Ｃ ４ -ア ル キ ル 又 は Ｃ １ ～ Ｃ ４ -ア ル コ キ シ で あ り ；
＊ は (R)-配 置 に あ る キ ラ ル 中 心 で あ る ]
で 表 さ れ る 7-(R)-ア ミ ノ ト リ ア ゾ ロ ピ リ ミ ジ ン 。



【 請 求 項 ２ 】
Ｒ １ は 水 素 で あ り ； Ｒ ３ は Ｃ ２ ～ Ｃ 1 0 -ア ル キ ル 又 は Ｃ ３ ～ Ｃ 1 0 -シ ク ロ ア ル キ ル で あ り ；
Ｙ は 塩 素 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 式 Iの 化 合 物 。
【 請 求 項 ３ 】
Ｒ ３ は t-ブ チ ル 又 は イ ソ プ ロ ピ ル で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 式 Iの 化 合 物 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 式 Iの 化 合 物 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
式 II：
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
[式 中 、 置 換 基 Ｒ ４ 及 び Ｙ 並 び に 添 え 字 ｎ は 、 請 求 項 １ で 定 義 さ れ て い る 通 り で あ る ]で 表
さ れ る 7-ハ ロ ト リ ア ゾ ロ ピ リ ミ ジ ン を 式 III：
【 化 ３ 】
　
　
　
　
[式 中 、 置 換 基 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 及 び Ｒ ３ は 請 求 項 １ で 定 義 さ れ て い る 通 り で あ る ]で 表 さ れ る (R
)-配 置 の ア ミ ン と 反 応 さ せ る こ と を 含 ん で な る 前 記 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
(R)-3,3-ジ メ チ ル ブ タ -2-イ ル ア ミ ン 又 は (R)-3-メ チ ル ブ タ -2-イ ル ア ミ ン を 用 い る 、 請 求
項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
式 IIIの (R)-配 置 の ア ミ ン を 、 以 下 の 工 程 ：
(ｉ )　 加 水 分 解 酵 素 の 存 在 下 に 、 そ の 酸 成 分 の カ ル ボ ニ ル 炭 素 の 近 く に フ ッ 素 原 子 、 窒 素
原 子 、 酸 素 原 子 又 は 硫 黄 原 子 を 有 す る エ ス テ ル を 用 い て 、 式 IIIの ラ セ ミ 体 ア ミ ン を エ ナ
ン チ オ 選 択 的 に ア シ ル 化 し ；
(ii)　 (S)-ア ミ ン  IIIと ア シ ル 化 さ れ た (R)-ア ミ ン  IIIの 混 合 物 を 分 離 し ；
(iii)　 ア シ ル 化 さ れ た (R)-ア ミ ン  IIIを ア ミ ド 切 断 に 付 す
こ と に よ り 製 造 す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
固 体 担 体 及 び ／ 又 は 液 体 担 体 と 、 殺 真 菌 剤 と し て 有 効 な 量 の 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 式 Iの
少 な く と も 1種 の 化 合 物 を 含 ん で な る 殺 真 菌 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ８ 】
植 物 病 原 性 真 菌 を 防 除 す る 方 法 で あ っ て 、 真 菌 、 又 は 真 菌 の 攻 撃 を 受 け る お そ れ の あ る 材
料 、 植 物 、 種 子 若 し く は 土 壌 を 、 殺 真 菌 剤 と し て 有 効 な 量 の 請 求 項 １ に 記 載 さ れ て い る 式
Iの 少 な く と も 1種 の 化 合 物 で 処 理 す る こ と を 含 ん で な る 前 記 方 法 。
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